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「土佐の口福・豊かな食」発刊によせて
おのころじま奮染記 ８

【新連載】新聞余話①
いろいろかいろ
キルギスタンからコンニチハ  
出版物紹介
本づくりの集いのご案内
催し物案内板 
わが家の太郎  

中越家のしだれ桜（於 仁淀川町）

新しいこと、はじめよう。
春。
飛鳥出版室は

「本づくりの集い」をはじめます。

本づくりのサポーターとして、本づくりのきっかけとな

る窓口を設け、共にかたちにする場を育てます。
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土
佐
学
協
会
で
は
、
今
年
か
ら
「
土
佐
の
口

福
・
豊
か
な
食
」
と
題
し
、
年
に
一
度
、
今

ま
で
自
分
達
が
研
究
し
て
き
た
「
土
佐
の
郷
土

野
菜
」
を
含
む
様
々
な
食
に
つ
い
て
紹
介
す
る

冊
子
を
発
行
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

土
佐
学
協
会
と
は
…
…

　
「
総
合
的
で
俯
瞰
的
」
で
、「
身
近
で
誰
に
で

も
理
解
さ
れ
」、
そ
し
て
「
土
佐
を
元
気
に
す

る
」
と
い
う
、
三
つ
の
柱
を
中
心
に
据
え
た
新

し
い
学
問
を
標
榜
す
る
、
土
佐
の
地
元
学
研
究

実
践
団
体
で
あ
り
、
平
成
十
八
年
十
月
十
五
日

に
発
会
し
ま
し
た
。
以
来
十
年
、
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
「
土

佐
の
食
」
に
関
連
す
る
活
動
が
最
も
多
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。
土
佐
酒
、
土
佐
の
お
茶
、
土
佐

の
「
お
き
ゃ
く
」
文
化
、
龍
馬
が
食
べ
た
再
現

食
、
土
佐
の
薬
草
、
土
佐
の
郷
土
野
菜
、
土
佐

の
酢
み
か
ん
文
化
、
土
佐
の
幻
の
在
来
野
菜

（
潮
江
菜
）
…
…
等
々
、
話
題
に
も
な
り
、
現

在
も
継
続
中
の
活
動
が
最
も
多
い
の
が
、「
土

佐
の
食
」
関
連
の
活
動
な
の
で
す
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
土
佐
の
高
知
は
日
本

一
の
食
材
の
宝
庫
な
の
で
す
か
ら
。
高
知
県
は

日
本
の
南
部
、
四
国
の
太
平
洋
側
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
沿
岸
ま
で
森
林
が
広
が
っ
て
い
る
た

め
、
森
林
面
積
比
率
は
八
十
四
％
で
、
実
は
日

本
一
の
森
林
県
で
す
。
ま
た
、
降
雨
量
も
晴
天

日
数
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
日
本
一

水
の
き
れ
い
な
川
と
言
わ
れ
る
仁
淀
川
や
、
日

本
最
後
の
清
流
と
し
て
有
名
な
四
万
十
川
な
ど
、

大
変
清
流
が
豊
富
で
す
。
日
本
一
の
清
流
県
で

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
長
い
海

岸
線
を
持
ち
、
黒
潮
が
日
本
列
島
で
最
初
に
接

岸
す
る
地
で
も
あ
り
ま
す
。
宿
毛
市
沖
の
島
の

周
辺
海
域
に
い
た
っ
て
は
、
様
々
な
海
流
が
交

わ
る
こ
と
か
ら
奇
跡
の
海
域
と
呼
ば
れ
、
魚
種

の
豊
富
さ
は
一
、〇
〇
〇
種
類
以
上
で
日
本
一

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
高
知
県
は
、山
・

川
・
海
の
幸
が
日
本
一
豊
富
な
県
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。
春
の
山

の
幸
は
イ
タ
ド
リ
、
川
の
幸
は
川
エ
ビ
、
海
の

幸
は
ド
ロ
メ
、
夏
の
山
の
幸
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
、

川
の
幸
は
鮎
、
海
の
幸
は
初
鰹
、
秋
の
山
の
幸

は
酢
み
か
ん
（
柚
子
、
直
七
な
ど
）、
川
の
幸

は
ツ
ガ
ニ
、
海
の
幸
は
鯖
、
冬
の
山
の
幸
は
葉

ニ
ン
ニ
ク
、
川
の
幸
は
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
、
海
の

幸
は
ウ
ツ
ボ
…
…
と
い
う
具
合
に
、
高
知
県
民

な
ら
誰
で
も
比
較
的
簡
単
に
、
他
県
の
人
は
全

く
知
ら
な
い
物
だ
ら
け
の
、
こ
れ
ら
十
二
種
類

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
都
道
府
県
が
他
に
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
春
夏
秋
冬
、
山
川
海
、
土
佐

の
高
知
は
日
本
一
食
材
に
恵
ま
れ
た
県
な
の
で

す
。（
土
佐
学
協
会
理
事
長
、
司
牡
丹
酒
造
株
式
会
社

社
長 

竹
村
昭
彦
氏
に
よ
る
冊
子
発
行
に
よ
せ
た
挨
拶

文
よ
り
）

土
佐
学
協
会
監
事　

松
田
雅
子

「
土
佐
の
口
福
・
豊
か
な
食
」   

発
刊
に
よ
せ
て

〜
シ
ズ
ル
感
た
っ
ぷ
り
で
土
佐
の
食
文
化
を
紹
介
〜
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ま
つ
だ
・
ま
さ
こ

ア
ト
リ
エ
よ
く
ば
り
子
リ
ス
主
宰
。
土
佐
の
文
化

や
個
人
史
の
映
像
を
制
作
発
信
す
る
「
思
い
出
が

か
り
」（http://om

oidegakari.jim
do.com

/

）

と
い
う
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
自
称
「
一
生
感
動

伝
達
人
」

　

私
ど
も
の
活
動
は
、
昨
年
十
二
月
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ワ
ー
ル
ド
」
の
テ
レ
ビ
番
組
「D

ining w
ith 

the Chef

」（http://w
w

w
.nhk.or.jp/dw

c/

）

に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
（
こ
の
時
は
「
土

佐
の
酢
み
か
ん
文
化
」
に
つ
い
て
）、
世
界

一
四
〇
ヶ
国
で
広
く
認
知
し
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。（
国
内
に
お
い
て
地
上
波
で
の
放
送
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に

て
視
聴
可
能
で
し
た
。
番
組
内
容
の
詳
細
は　

http://w
w

w
.nhk.or.jp/dw

c/special/10/
index.htm

l　

よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ

た 

土
佐
学
協
会
主
催
「
第
九
回 

土
佐
学
大
会
」

及
び
総
会
で
は
、「
マ
キ
ノ
野
菜
」
に
つ
い
て

の
興
味
深
い
内
容
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
議
事
録
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
に
は
勿
体
な
い
よ
う
な
内
容
！　
「
マ
キ
ノ

野
菜
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
次
第
で
は
、

牧
野
富
太
郎
博
士
の
生
涯
に
つ
い
て
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
化
を
目
指
す
こ
と
も
可
能
で
は
な

い
か
と
、
会
員
同
士
で
夢
が
膨
ら
ん
だ
も
の
で

す
。
な
ら
ば
従
来
の
よ
う
に
研
究
し
た
内
容
を

保
存
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
部
分
を
開
発
し
て
は
と
、
年
に
一
度
の
冊

子
発
行
を
提
案
し
た
の
で
し
た
。（
第
九
回 

土

佐
学
大
会
の
模
様
は
冊
子
で
た
っ
ぷ
り
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
）

　

基
本
「
食
文
化
を
伝
え
る
」
本
で
す
。
Ａ

エ
ー
ア
ー
ルＲ

（
＝A

ugm
ented Reality

［
拡
張
現
実
］）
と

い
う
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
と
の
リ
ン
ク
技

術
で
、
誌
面
だ
け
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
「
シ

ズ
ル
感
」
が
出
せ
る
と
い
う
こ
と
を
、
飛
鳥
さ

ん
に
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
で
こ
の

冊
子
で
は
、
宮
尾
登
美
子
さ
ん
が
食
べ
た
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
潮
江
菜
（
マ
キ
ノ
野

菜
）」
が
、
ハ
リ
ハ
リ
鍋
の
中
、
美
味
し
そ
う

な
湯
気
を
立
て
て
い
る
様
子
ま
で
表
現
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
食
ブ
ー
ム
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
高
知

の
食
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
外
、
海
外
に
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
様
々
な
料
理
家
・
高
知

家
の
方
々
も
、
私
ど
も
の
活
動
を
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
方
々
か
ら
も
広
く

配
布
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
説
得
力
を
増
し
て

い
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

冊
子
は
、
ご
協
賛
各
店
、
土
佐
学
協
会
関
係

イ
ベ
ン
ト
ほ
か
で
配
布
い
た
し
ま
す
。
是
非
一

度
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
シ
ズ
ル
感
た
っ
ぷ

り
の
Ａ
Ｒ
動
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

右写真の「潮江菜のハリハリ鍋」の画像に無料アプリCOCOAR2をかざすと……
左写真のような映像を見ることができる
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田島征彦
ふんせんき

※
「
お
の
こ
ろ
じ
ま
」
は
淡
路
島
の
古
代
の
よ
び
名

た
じ
ま
・
ゆ
き
ひ
こ
（
染
色
家
・
絵
本
作
家
）

大
阪
府
堺
市
出
身
。
少
年
時
代
を
高
知
県
で
過
ご
す
。
京
都
市
立

美
術
大
学
染
色
図
案
科
専
攻
科
修
了
。
一
九
七
八
年
『
じ
ご
く
の

そ
う
べ
え
』
で
第
一
回
絵
本
に
っ
ぽ
ん
賞
。
最
新
作
『
ふ
し
ぎ
な

と
も
だ
ち
』
で
第
二
十
回
日
本
絵
本
大
賞
。

　

一
九
四
〇
年
一
月
、
ぼ
く
と
征
三
は
大
阪
府
堺
市
に

生
ま
れ
た
。
敗
戦
後
程
な
く
、
父
の
故
郷
の
高
知
へ
移

住
。
高
知
市
西
町
に
し
ば
ら
く
い
て
、
吾
川
郡
西
分
村

へ
、
馬
車
に
家
財
道
具
を
積
み
、
峠
を
越
え
て
引
っ
越

し
た
。
積
み
荷
の
間
に
放
り
込
ま
れ
て
、
ぼ
く
た
ち
の

視
界
は
空
だ
け
。
時
お
り
、
道
に
は
り
出
し
た
大
き
な

木
の
枝
が
緑
の
葉
の
間
か
ら
赤
い
舌
の
よ
う
な
果
実
に

黒
い
種
子
を
吐
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
未
だ

に
ぼ
く
の
眼
の
底
に
焼
き
つ
い
て
い
る
ほ
ど
、
荷
馬
車

の
峠
越
え
は
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
。

　

西
分
村
十と

う

田だ

の
は
ず
れ
の
潰
れ
か
け
た
倉
に
、
五
人

家
族
は
住
ん
だ
。
電
気
も
水
道
も
な
か
っ
た
。
ぼ
く
ら

兄
弟
は
山
の
中
に
分
け
入
っ
て
、
二
人
き
り
で
遊
ん
だ
。

隣
村
の
芳
原
に
「
タ
シ
マ
の
じ
ん
ま
（
叔
父
）」
が
い

て
、
両
親
、
松
山
で
就
職
し

て
い
た
長
兄
と
、
姉
、
ぼ
く

ら
の
六
人
が
じ
ん
ま
の
養
子

に
な
っ
て
、
今
ま
で
の
植
田

姓
が
田
島
に
変
わ
っ
た
。
じ

ん
ま
と
一
緒
に
住
ん
で
、
芳

原
村
立
芳
原
小
学
校
に
入
学

し
た
。
五
年
生
の
夏
休
み
ま

で
、
ぼ
く
ら
は
村
の
自
然
の

中
で
夏
は
魚
を
、
冬
は
野
鳥

を
狩
っ
て
、
草
や
木
の
実
を

食
べ
た
。
そ
れ
が
、
ぼ
く
た

ち
の
心
の
栄
養
に
な
っ
て
、

七
十
年
も
身
体
の
奥
に
溜
め

て
生
き
て
き
た
。

　

一
九
五
一
年
、
高
知
市
朝

倉
へ
越
し
て
、
土
佐
中
、
土

佐
高
に
入
学
。
卒
業
後
は
ぼ

く
が
京
都
、
征
三
は
東
京
の

美
術
大
学
に
入
学
し
た
。
そ

れ
で
も
二
人
は
、
高
知
へ
の

愛
着
が
激
し
く
、
学
生
時
代

か
ら
高
知
で
グ
ル
ー
プ
展
を

開
い
た
り
、
県
展
へ
出
品
し

て
い
た
。
美
大
を
卒
業
し
て

も
大
丸
で
二
人
展
、
画
廊
で

個
展
を
し
て
、
毎
年
の
よ
う

に
高
知
へ
帰
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
の
終
り
頃

（
三
十
歳
代
の
終
り
）
高
知
市
内
の
画
廊
で
個
展
を
開

い
て
い
た
時
、
高
知
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
が
「
大

阪
府
出
身
の
田
島
さ
ん
が
高
知
で
個
展
」
と
な
っ
て
い

て
、
い
か
に
も
、
ヨ
ソ
か
ら
来
た
人
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
不
満
で
、
腹
も
立
っ
た
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
高
知
県

出
身
と
し
て
し
ま
え
ば
良
い
と
思
い
、
出
版
物
や
人
物

紹
介
の
欄
な
ど
を
全
部
「
高
知
県
出
身
」
に
変
え
て
し

ま
っ
た
。
征
三
の
出
版
物
は「
大
阪
府
生
ま
れ
」に
な
っ

て
い
る
。
一
卵
性
双
生
児
が
何
故
？　

も
ち
ろ
ん
ぼ
く

の
方
が
間
違
い
だ
が
。

　

あ
る
時
期
、
政
治
家
や
大
学
教
授
が
経
歴
詐
称
の
た

め
、
地
位
を
追
わ
れ
る
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
。
軽
い

気
持
ち
で
も
、
経
歴
詐
称
に
は
違
い
な
い
。
ぼ
く
が
慌

て
て
「
大
阪
府
生
ま
れ
」
と
直
し
て
か
ら
、
も
う
十
年

は
経
つ
。

　

生
ま
れ
た
堺
市
大
浜
で
の
空
襲
を
テ
ー
マ
に
絵
本
を

出
し
た
こ
と
で
、
堺
市
か
ら
原
画
展
や
講
演
会
を
依

頼
さ
れ
た
。（『
な
な
し
の
ご
ん
べ
さ
ん
』
二
〇
〇
三
年
、

吉
村
敬
子
と
の
共
著
・
童
心
社
）

　

今
年
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
七
月
九
日
か
ら
九
月

四
日
ま
で
堺
市
博
物
館
で
大
き
な
個
展
を
企
画
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。（
大
阪
府
堺
市
博
物
館　

０
７
２
・
２
４

５
・
６
２
０
１
）

８．高知県出身
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お
お
ざ
わ
・
し
げ
と

毎
日
新
聞
大
津
支
局
兼
地
方

部
エ
リ
ア
編
集
委
員
。
高
知

支
局
に
支
局
長
、
次
長
と
し

て
計
五
年
半
勤
務
し
た
。
最

新
刊
『
泣
く
の
は
あ
し
た
―

従
軍
看
護
婦
、
九
五
歳
の
歩

跡
』
で
第
26
回
高
知
出
版
学

術
賞
特
別
賞
受
賞
。

　

三
選
を
目
指
す
各
党
相
乗
り
の

現
職
に
、
三
十
代
の
無
所
属
新
人

が
挑
む
市
長
選
だ
っ
た
。
有
力
団

体
や
議
員
が
支
援
し
、
現
職
の
優

勢
は
揺
る
が
な
い
と
見
ら
れ
て
い

た
。
支
局
の
事
前
会
議
で
、
入
社

三
年
目
の
担
当
記
者
の
銀
山
太
郎

は
「
最
初
の
開
票
発
表
で
当
を
打

て
ま
す
。楽
勝
で
す
」と
言
い
放
っ

た
。「
お
前
の
楽
勝
ほ
ど
怖
い
も

ん
は
な
い
だ
ろ
が
」。
銀
髪
の
鬼

支
局
長
が
冷
た
い
声
で
ク
ギ
を
刺

し
た
。

　

投
開
票
日
。
投
票
率
が
４
年
前

の
前
回
よ
り
15
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

た
。
銀
山
は
晴
天
の
せ
い
だ
と
信

じ
た
。
最
初
の
開
票
発
表
は
「
現

職
二
〇
〇
〇
、
新
人
五
〇
〇
票
」。
開

票
所
に
陣
取
っ
た
銀
山
は
支
局
に
電
話

を
入
れ
た
。「
現
職
の
当
で
お
願
い
し

ま
す
」。
少
し
冷
め
た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当

を
ぱ
く
つ
き
始
め
た
。

　

三
回
目
の
発
表
ま
で
は
現
職
が
リ
ー

ド
し
た
。
し
か
し
、
大
票
田
の
中
心
部

の
票
が
開
く
と
、
差
が
詰
ま
り
、
五
回

目
で
逆
転
。
銀
山
は
手
を
震
わ
せ
な

が
ら
携
帯
電
話
を
操
作
し
た
。「
次
長

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
票
が
逆
転
し

…
…
」。
支
局
デ
ス
ク
を
務
め
る
次
長

の
低
音
ボ
イ
ス
が
裏
返
っ
た
。「
な
ん

や
と
！
」

　

次
長
は
腕
時
計
を
見
た
。

本
社
か
ら
遠
い
地
域
に
配
る

早
版
の
締
め
切
り
を
二
十
分

過
ぎ
て
い
る
。
す
ぐ
さ
ま
大

阪
本
社
デ
ス
ク
に
電
話
し

た
。「
間
違
い
な
い
な
。
二

度
の
ミ
ス
は
許
さ
れ
へ
ん

ぞ
」。そ
の
声
は
ど
う
喝
だ
っ

た
。
本
社
デ
ス
ク
は
紙
面
を

編
集
し
て
い
る
整
理
部
の
部

長
席
に
走
り
、
大
声
で
叫
ん

だ
。「
輪
転
機
止
め
て
く
だ

さ
い
」。
輪
転
機
を
止
め
る

ベ
ル
が
押
さ
れ
た
。「
ジ
リ

ジ
リ
ジ
リ
…
…
」
編
集
局
内

に
け
た
た
ま
し
い
緊
急
連
絡

の
ベ
ル
が
鳴
り
響
い
た
。

　

印
刷
工
場
で
は
、
赤
色
ラ
ン
プ
が
点

灯
し
、
作
業
員
が
輪
転
機
を
急
停
止
し

た
。
一
分
間
に
約
一
〇
〇
〇
部
が
印
刷

で
き
、
印
刷
で
き
た
新
聞
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
に
積
ま
れ
、
出
発
す
る
仕
組
み
だ
。

　

輸
送
部
は
既
に
三
台
が
出
発
し
て
い

る
こ
と
を
つ
か
み
、
運
送
会
社
に
「
引

き
返
し
お
願
い
し
ま
す
」。
間
違
っ
た

選
挙
結
果
の
新
聞
は
外
に
は
出
せ
な
い
。

　

整
理
部
で
は
、
正
し
い
結
果
を
組
み

込
ん
だ
紙
面
に
組
み
替
え
、
印
刷
工
場

に
デ
ー
タ
を
送
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
印

刷
し
た
新
聞
は
全
量
廃
棄
。
紙
代
や
イ

ン
ク
代
が
か
さ
み
、
新
聞
輸
送
が
大
幅

に
遅
れ
た
。
さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク
の
二
度

走
り
代
、
間
違
え
た
ペ
ー
ジ
の
差
し
替

え
分
の
は
ん
こ
代
…
…
。
記
事
の
信
頼

性
を
守
る
た
め
の
代
償
は
大
き
か
っ
た
。

　

銀
山
は
支
局
に
上
が
り
、
顛
末
書
を

書
き
始
め
た
。
判
断
を
誤
っ
た
経
緯
、

再
発
し
な
い
た
め
の
決
意
表
明
―
―
な

ど
。
ミ
ス
を
刻
み
込
む
た
め
、
パ
ソ
コ

ン
入
力
で
は
な
く
、
直
筆
だ
。
居
酒
屋

か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
支
局
長
は
ソ
フ
ァ

で
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
。
支
局
長
席
に

顛
末
書
を
置
き
、
帰
ろ
う
と
し
た
。
支

局
の
ド
ア
を
静
か
に
開
け
た
と
き
だ
。

「
鬼
」
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。「
ギ
ン

ヤ
マ
あ
〜
〜
、
帰
さ
ん
ぞ
お
」

　

長
い
夜
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

B

　

以
上
は
、
架
空
の
小
説
で
す
。

　

選
挙
報
道
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
す
。
素
早
く
正
確
に
当
選
を
打
つ
の

は
も
ち
ろ
ん
、
選
挙
期
間
中
は
原
則
、

各
候
補
の
主
張
を
平
等
に
伝
え
ま
す
。

公
約
を
掲
載
す
る
場
合
は
、
行
数
も
そ

ろ
え
ま
す
。

　

今
夏
は
参
院
選
の
年
。
一
票
の
格
差

を
是
正
す
る
た
め
、
高
知
は
徳
島
と
合

わ
せ
て
一
つ
の
区
（
改
選
数
１
）
に
な

り
ま
す
。
安
倍
政
権
は
衆
院
選
と
の
同

日
選
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
と
の
見
方
が

あ
り
ま
す
。
取
材
力
や
得
票
数
な
ど
を

処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
態
勢
な
ど
、
新

聞
社
の
総
合
力
が
問
わ
れ
る
暑
い
夏
に

な
り
そ
う
で
す
。　

　
　
　
　
　

B

　

新
聞
の
舞
台
裏
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

読
者
離
れ
の
進
む
今
、
新
聞
の
魅
力
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
読
み
方
の
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
新
聞
に
つ
い

て
疑
問
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
飛

鳥
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

選挙報道でミスしたら
新聞余話 ①

正確さが命の選挙報道

大澤  重人
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パ
ソ
コ
ン
不
能
者
で
あ
る
。

　

使
い
か
た
を
知
ら
な
い
の
で
機
器
は

勿
論
手
元
に
は
な
い
。
は
る
か
以
前
に

「
タ
イ
プ
だ
か
ら
」
と
か
、「
似
合
う
か

ら
…
是
非
」
と
か
後
輩
、
知
人
か
ら
に

煽お
だ

て
ら
れ
た
が
、
何
と
な
く
面
倒
で
、

厄や
っ
か
い介

な
も
の
に
手
出
し
を
す
る
気
も
な

く
、
そ
の
ま
ま
に
。

　

別
に
ア
ナ
ロ
グ
派
を
気き

取ど

っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
現
に
携
帯
電
話
は

持
っ
て
い
る
し
、i-Pod

と
い
う
ワ
イ

ヤ
レ
ス
の
ス
テ
レ
オ
フ
ォ
ー
ン
は
気
に

入
っ
て
愛
用
中
。
か
と
い
っ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ー
ン
に
買
い
か
え
る
に
は
二
の

足
を
踏
む
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ー
ン
を
略

し
て
「
ス
マ
ホ
」。
ス
マ
ー
ト
を
略
し

て
「
ス
マ
」、
フ
ォ
ー
ン
を
「
ホ
」
に

置
き
か
え
る
日
本
独
得
の
略
語
に
何
と

も
底
の
浅
さ
を
感
じ
る
。
こ
の
浅
薄
な

略
語
は
業
界
と
利
用
者
同
士
の
み
の
隠

語
と
思
っ
て
い
た
が
、
昨
今
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
で
は
堂
々
と
普
通
名
詞
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
に
は
驚
く
。
そ
れ
で

も
当
方
に
は
無
縁
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
が
嫌
い
な
わ
け
で
も
な
い
。

例
え
ば
カ
メ
ラ
の
自
動
焦
点
機
能
。
こ

れ
だ
け
は
実
に
有
難
い
。
密
林
の
茂
み

の
中
と
か
、
朝
ぼ
ら
け
の
薄
明
時
は
、

老
眼
の
所
為
も
あ
っ
て
ピ
ン
ト
合
わ
せ

に
汗
を
か
く
。
カ
メ
ラ
搭
載
の
自
動
焦

点
ボ
タ
ン
を
押
す
と
ピ
タ
リ
と
緑
の
ラ

ン
プ
が
点
灯
、
固
定
化
す
る
と
や
た
ら

に
ホ
ッ
と
安
堵
す
る
。
し
か
し
そ
れ
以

上
の
事
は
望
ま
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ま
で
は
依
然
と
し
て
手
が
と
ど
か
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
の
が
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ど
う
接
続
、
機
能
す

る
か
全
く
知
ら
な
い
が
、
利
用
し
た
事

は
あ
る
。
カ
メ
ラ
の
交
換
レ
ン
ズ
で
市

場
で
は
入
手
困
難
な
機
種
が
あ
っ
て
、

む
ず
か
し
け
れ
ば
俄が

然ぜ
ん

と
慾
し
く
な
り

次
男
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
相
談
す
る

と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
現
出
！ 

徳
用
価

格
も
納
得
。
い
わ
れ
る
ま
ま
に
現
金
振

込
す
れ
ば
や
が
て
麗
々
し
く
着
荷
。
思

い
の
外
の
新
品
で
カ
メ
ラ
ボ
デ
ィ
に
ピ

タ
リ
と
収お

さ

ま
っ
た
。
感
服
し
た
。
会
っ

て
も
な
い
人
か
ら
、
手
に
も
し
て
な
い

も
の
が
順
当
に
送
ら
れ
て
来
た
事
に
感

服
す
る
こ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
。

　

流
通
に
革
命
が
起
っ
て
い
る
事
は
こ

れ
で
熟
知
し
た
が
、
か
と
い
っ
て
自
分

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を

叩
く
と
い
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
打
た
な
い
と
い
っ

て
も
今
の
所
の
衣
食
住
に
は
差
し
支
え

が
な
い
。
衣
も
食
も
は
と
も
か
く
住
に

つ
い
て
は
い
さ
さ
か
の
屈く

っ
た
く託

は
あ
る
。

　

そ
れ
は
「
音
声
ナ
ビ
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
。
家
の
機
器
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
ら
、
電

磁
調
理
器
や
ら
に
不
具
合
が
生
じ
た
場

合
、
即
製
造
元
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
電
話
す
る
。
と
こ
ろ
が
「
音
声
ナ
ビ

で
ご
案
内
…
」
と
な
っ
て
◯
◯
に
つ
い

て
の
お
た
ず
ね
は
△
△
を
押
し
て
下
さ

い
。
◯
◯
◯
の
場
合
は
△
△
△
を
、
◯

◯
◯
で
な
い
場
合
は
△
△
△
△
を
…
と

と
め
ど
な
く
質
問
疑
問
を
分
別
さ
れ
て

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
指
定
の
数
字
ボ
タ
ン

を
押
せ
と
い
う
手
合
い
。
と
こ
ろ
が
、

い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
当
て
は
ま

ら
な
い
疑
問
と
な
る
と
、
ひ
た
す
ら
に

交
換
手
と
対
話
し
た
く
な
る
が
中
々
に

交
換
手
と
出
合
う
ダ
イ
ヤ
ル
が
見
当
た

ら
な
い
。
そ
の
内
に
音
声
が
消
え
か
か

る
焦
燥
感
。
交
換
手
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

遠
く
な
る
不
安
感
の
内
に
切
れ
る
。
へ

た
り
込
む
。
聞
き
と
れ
な
い
方
は
あ
き

ら
め
て
下
さ
い
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

入
っ
た
の
か
と
も
思
う
。
会
話
不
調
に

終
り
機
器
の
不
具
合
は
置
き
ざ
り
と
な

る
。
早
口
で
ま
く
し
た
て
る
ナ
ビ
の
音

声
に
は
手
の
出
し
よ
う
も
な
く
デ
ジ
タ

ル
対
応
の
不
能
者
は
問
答
無
用
と
押
し

出
さ
れ
て
扉
が
閉
ま
る
感
覚
が
残
っ
て

幕
切
れ
と
な
る
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
人
工
頭
脳
が
囲
碁

の
プ
ロ
棋
士
と
対
局
し
て
大
勝
し
た
と

い
う
。
人
間
の
頭
の
中
の
見
え
な
い
差

し
手
を
見
つ
め
見
破
る
人
工
頭
脳
と
は

い
か
な
る
も
の
か
。
私
な
ど
出
会
っ
た

だ
け
で
ひ
と
た
ま
り
も
あ
る
ま
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
航
空
券
、
乗
車

券
の
予
約
が
早
い
と
い
う
事
を
聞
く
。

コ
ン
サ
ー
ト
や
芝
居
の
切
符
も
優
先
さ

れ
る
の
か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
予
約
の
出

来
な
い
者
は
す
べ
て
後
手
に
ま
わ
る
の

か
…

　

パ
ソ
コ
ン
が
包
含
す
る
全
情
報
は
不

必
要
と
し
て
も
情
報
の
曲
り
角
に
立
っ

た
時
の
判
断
に
は
胸
騒
ぎ
が
起
る
。

　

私
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
不
具
者
に

と
っ
て
は
、
一
体
ど
れ
程
の
情
報
の
暗

い
闇
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
か
掴
み
よ

う
も
な
い
話
で
あ
る
。
こ
の
広
い
海
の

如
き
情
報
の
波
に
浮
き
つ
沈
み
つ
、
知

る
事
も
知
ら
さ
れ
る
事
も
な
く
た
だ
、

う
ろ
う
ろ
と
彷
徨
し
て
い
る
。　
　

了

あ
き
・
し
ん
い
ち
／
高
知
市

そ
の
十
八

安
藝
眞
一

デ
ジ
タ
ル
難
民

受け手から送り手へ
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あ
の
頃
は
、
学
生
も
教
師
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
は
お
ろ
か
携
帯
さ
え
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
は
普
及
し
始
め

た
ば
か
り
で
、
学
生
た
ち
は
た
ま
た
ま

手
に
入
っ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
や
ポ
ッ

プ
ス
情
報
を
拾
い
集
め
て
い
た
。
映
像

情
報
の
主
役
は
テ
レ
ビ
だ
っ
た
。

　

我
々
日
本
の
テ
レ
ビ
世
代
に
と
っ
て

も
、
世
界
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
向
こ
う
に

あ
る
も
の
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
れ
ば
、
四
角
い
窓
か
ら
よ
そ

の
国
が
見
え
て
く
る
。
黙
っ
て
い
て
も

国
際
情
報
の
断
片
が
届
け
ら
れ
た
。
小

学
三
年
生
の
勤
労
感
謝
の
日
、
日
米
衛

星
中
継
の
実
験
放
送
で
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺

を
知
っ
た
。
翌
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
毎
日
競
技
を
観
戦
し
、
大
会
が
終

わ
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
、
世
界
地
図
か

ら
選
手
の
名
前
と
国
の
名
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
四
月
に
始
ま
っ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
『
70
年
代
わ
れ
ら
の
世
界
』
は
、

そ
れ
ま
で
の
番
組
と
は
違
っ
て
、
世
界

を
地
球
と
い
う
一
つ
の
運
命
共
同
体
と

し
て
捉
え
る
画
期
的
な
シ
リ
ー
ズ
だ
っ

た
。
中
学
高
校
生
は
海
外
へ
の
夢
を
膨

ら
ま
せ
た
し
、
小
学
校
に
上
が
っ
た
ば

か
り
の
弟
で
さ
え
「
丸
い
地
球
は
だ
れ

の
も
の
…
」
と
い
う
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が

聞
こ
え
て
き
た
ら
、
ち
ょ
こ
ん
と
テ
レ

ビ
の
前
に
座
っ
た
も
の
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
言
っ
て
も
、
実

際
に
は
人
々
の
自
由
な
往
来
は
制
限
さ

れ
、
地
図
に
は
し
っ
か
り
国
境
線
が
引

か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
情
報
は
瞬
時
に
国
境
を
越
え
伝
播

し
、
地
球
の
大
き
さ
は
変
わ
ら
な
い
が
、

世
界
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
た
。

　

キ
ル
ギ
ス
は
、
幸
い
な
こ
と
に
国
家

に
よ
る
通
信
制
限
が
緩
い
か
ら
、
携
帯

電
話
も
ネ
ッ
ト
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に

普
及
し
た
。
誰
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、W

i-Fi

で
い
つ

で
も
ネ
ッ
ト
接
続
で
き
る
。
十
五
年
前

が
嘘
の
よ
う
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
は
も
ち
ろ

ん
音
楽
や
ド
ラ
マ
も
ネ
ッ
ト
で
楽
し
む
。

も
は
や
テ
レ
ビ
の
出
る
幕
は
な
い
。
若

者
に
は
、
仕
事
も
勉
学
も
人
間
関
係
も
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
し

の
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

私
な
ど
、
ネ
ッ
ト
情
報
は
受
信
一
辺

倒
。
配
信
さ
れ
る
ド
ラ
マ
や
ニ
ュ
ー
ス

を
見
る
ば
か
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
ブ

ラ
ウ
ン
管
か
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
取

り
替
え
た
だ
け
、
い
ま
だ
に
テ
レ
ビ
時

代
を
生
き
て
い
る
の
だ
が
、
学
生
た
ち

は
受
け
身
の
情
報
を
享
受
す
る
だ
け
で

は
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
情
報

を
「
も
ら
お
う
」
と
す
る
の
で
は
な
く

「
や
り
と
り
」
し
よ
う
と
、
自
分
た
ち

で
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
自
分
た
ち
で
演

出
し
、
自
分
た
ち
で
形
に
し
て
、
日
本

に
向
か
っ
て
発
信
し
始
め
た
の
だ
。

　

Y
ouTube

の
『
キ
ル
ギ
ス
日
本
語

チ
ャ
ン
ネ
ル
』 

を
訪
れ
て
欲
し
い
。
窓

の
向
こ
う
に
は
、
日
本
か
ら
も
キ
ル
ギ

ス
か
ら
も
い
い
眺
め
が
広
が
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

　

十
五
年
前
キ
ル
ギ
ス
に
来
た
頃
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド

の
番
組
が
視
聴
で
き
た
。
休
み
時
間
に

な
る
と
学
生
た
ち
は
、
教
室
に
据
え
ら

れ
た
大
型
テ
レ
ビ
で
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス

を
興
味
津
々
、
身
を
乗
り
出
し
て
「
見

て
」
い
た
も
の
だ
。
授
業
を
始
め
る
の

が
忍
び
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
の
ま
ま

見
続
け
て
、
日
本
事
情
に
関
す
る
質
疑

応
答
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

Photo： Yuto SAIJO

キルギス日本語チャンネル ― Kyrgyz Nihongo Channel ―
https://www.youtube.com/channel/UC6ay1J-365qQ8TFMxqd1SuA
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平
成
二
十
一
年
に
出
版
し

た
『
葛
の
花
』
に
続
く
句
集
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
勾
玉
」
に

掲
載
さ
れ
た
五
年
分
の
作
品

か
ら
、
六
〇
三
句
を
四
季
ご

と
に
編
纂
し
た
。
日
々
農
を

慈
し
み
、
励
む
中
で
生
ま
れ

た
句
ひ
と
つ
ひ
と
つ
か
ら
、

日
常
を
細
や
か
に
見
つ
め
る

感
性
が
窺
わ
れ
る
。

洗
う
て
も
流
せ
ぬ
農
の
日
焼

の
手
（
本
書
よ
り
）

葛
の
花 

Ⅱ

橋
詰
登
志
子
・
著
／
私
家
版

［
仕
様
］
Ａ
５
判
（
148
×
210
）

176
頁
／
上
製
本
貼
函
付

出
版
物
紹
介

私
家
版
の
出
版
物
は
販
売
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
執
筆
者
・
編
者
に
よ
る
譲
渡

あ
る
い
は
貸
出
に
て
承
り
ま
す
。
出
版

物
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
小
社

（
☎
０
８
８
・
８
５
０
・
０
５
８
８
）

出
版
室
担
当
ま
で
。

飛
鳥
の
お
花
見 

〜
今
年
は
お
花
あ
り
ま
し
た
〜

例
年
に
比
べ
見
頃
が
長
続
き
し
、
今
年
は
正
真
正
銘
の
お
花
見
が
で
き
ま
し
た
。
当

日
は
少
し
風
が
あ
っ
た
た
め
、
紅
白
歌
合
戦
大
ト
リ
の
紙
吹
雪
さ
な
が
ら
の
花
吹
雪

も
見
ら
れ
ま
し
た
。（
花
び
ら
だ
け
じ
ゃ
な
く
小
枝
も
降
っ
て
き
た
け
ど
ネ
…
）

2016
4.9

Publications introduction● ASUKA 
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昭
和
八
年
生
ま
れ
。
都
市
で

の
小
学
時
代
は
ま
と
も
に
戦

争
を
体
験
。
疎
開
等
の
資

料
多
数
。
後
半
で
は
「
労
働

組
合
の
分
裂
」「
女
性
」
と
い

う
二
重
差
別
の
中
で
諦
め
る

こ
と
な
く
闘
い
抜
い
た
全
容

が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

随
所
に
著
者
の
詩
作
、
合
唱

と
の
深
い
関
係
が
散
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
前
編

で
平
成
二
年
頃
ま
で
の
記
録
。

交
通
事
故
に
よ
り
一
時
は
危

篤
状
態
に
な
っ
た
こ
と
で

「
二
本
足
で
立
ち
歩
け
る
こ

と
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
」
し
、
金
婚
式
の
記

念
と
し
て
出
版
。
今
ま
で
に

六
冊
の
詩
集
を
出
版
し
て
お

り
、
本
書
は
詩
・
俳
句
・

エ
ッ
セ
イ
と
い
う
創
作
活
動

の
集
大
成
と
も
言
え
る
一
冊
。

貼
函
に
は
想
い
入
れ
あ
る
着

物
地
の
柄
を
用
い
て
い
る
。

昭
和
生
ま
れ
の
モ
ッ
チ
ャ
ン
で
す

生
き
た
あ
か
し

矢
野
元
子
・
著
／
私
家
版

［
仕
様
］
Ｂ
５
判
（
182
×
257
）

188
頁
／
並
製
本

𠮷
中
陽
子
・
著
／
私
家
版

［
仕
様
］
Ｂ
６
判
（
128
×
182
）

170
頁
／
上
製
本
貼
函
付

↓「本づくりの集い」応募票ウラ面　　詳細は10ページでご確認ください

郵
送
さ
れ
る

場
合
、
お
手

数
で
す
が
切

手
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い

高知市本宮町六五番地六

飛鳥出版室

「本づくりの集い」係 ７
８

０
―

０
９

４
５

Publications introduction● ASUKA 



開催日時　2016年７月１日（金）午後２時～
　　　　　（所要時間は１時間半～２時間を予定）
会　　場　小社２階
募集人数　10名程度
参 加 費　無料
応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号、参加人数を明記の上、
　　　　　当日お話されたい内容がございましたら併せてご記
　　　　　入ください。電話、FAX、郵送にて受け付けます。
　　　　　（下の応募票をご活用ください）
応募締切　2016年６月24日（金）［郵送は当日消印有効］

お預かりした個人情報は本イベントの目的以外に使用いたしません。

応 募 票

お名前

ご住所

お電話番号

質問事項など

〒780-0945 高知市本宮町65番地６

参加人数

年齢

〒

才

人

本をつくってみたいと思ったことはありませんか？
けれど、分からないことだらけ。何から始めればいいのか分からない、何を
相談したらいいかも分からない……。
「本をつくりたい」という想いをお持ちの方に向けて、“分からない”壁を少し
でも取り除き、気軽に本づくりについて言葉を交わせる場をつくりたい――

かしこまらない「本づくりの集い」はじめます。

本づくりの集い本づくりの集い本づくりの集い
参加者募集のおしらせ

FAX 088・850・0599 TEL  088・850・0588
郵送

10かわら版（　）
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香美市合併10周年記念事業
高﨑元尚展 ―誰もやらないことをやる―
と　き　開催中～６月12日（日）
　　　　※毎週月曜休館
　　　　9:00～17:00（入館は16:30まで）
ところ　香美市立美術館
入場料　一般 310（150）円・（  ）内20名以上団体料金
　　　　長寿手帳提示150円、身体障害者手帳、障害者手帳（精神障害者、
　　　　保健福祉手帳）又は療育手帳を所持する者及びこれらの者を介助
　　　　するために必要な者（身体障害者等１人につき１人）は無料、高
　　　　校生以下無料

高橋宣之 写真展 闇の彩り
と　き　開催中～６月５日（日）
休館日　毎週月曜日（祝祭日の場合翌日）
開館時間　9:00～17:00（最終入館 16:30）
ところ　越知町立横倉山自然の森博物館
入館料　大人 500円、高校・大学生 400円、
　　　　小・中学生 200円
　　　　各20名以上の団体 100円引き、70歳以上 250円、身
　　　　障者手帳をお持ちの方は無料

第35回 高知学芸中学高等学校吹奏楽部定期演奏会  
と　き　５月３日（火・祝）
　　　　開場17:15／開演18:00
ところ　高知県民文化ホール（オレンジ）
入場料　500円

第27回 高知西高等学校吹奏楽部定期演奏会
と　き　５月４日（水・祝）
　　　　開場17:30／開演18:00
ところ　高知県民文化ホール（オレンジ）
入場料　一般 1,000円　高校生以下 500円
★スペシャルゲスト★ サキソフォン奏者 仲田　守

春のいけばな展
と　き　５月14日（土）～５月15日（日）
　　　　10:00～18:00（15日は17:00まで）
ところ　高知市文化プラザ かるぽーと7階
　　　　第１・第２展示室
入場料　前売券 400円、当日券 500円

三曲演奏会
と　き　5月22日（日）
　　　　開場13:00／開演13:30
ところ　高知県民文化ホール（グリーン）
入場料　2,000円（中学生以下無料）

第39回 鏡野吹奏楽団定期演奏会
と　き　６月４日（土）
　　　　開場17:45／開演18:30
ところ　高知県民文化ホール（オレンジ）
入場料　一般前売 1,000円（当日 1,200円）
　　　　学生前売（小中高大）500円（当日 700円）

第39回 全日本おかあさんコーラス
と　き　四国支部高知大会 ６月5日（日）
　　　　開場12:30／開演13:00
ところ　高知市文化プラザかるぽーと（大ホール）
入場料　500円

混声合唱団Pange　第13回定期演奏会
と　き　6月11日（土）
　　　　開場18:00／開演18:30
ところ　高知県立美術館ホール
入場料　一般前売 1,000円　大学生以下 500円
　　　　　 （当日 1,300円）　　 （当日 700円）

第31回 高知県独立書展
と　き　7月12日（火）～7月17日（日）
ところ　高知市文化プラザかるぽーと 第１・第２展示室

福原云外生誕百年記念書展
と　き　8月5日（金）～8月10日（水）
ところ　高新画廊

催し物案内板〈４月～８月〉

始
動
、
本
づ
く
り
の
集

い
！
や
っ
と
こ
さ
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
ま

し
た
。「
や
り
た
い
ね
ぇ
」

と
言
い
始
め
て
早
◯
年
! ? 

流
れ
流
れ
て
今
日
に
至
り
ま

し
た
。
か
わ
ら
版
を
手
に
し

て
下
さ
る
方
の
中
に
潜
む
文

筆
魂
を
す
こ
ぉ
〜
し
く
す

ぐ
っ
て
、
お
話
を
聞
き
、
伴

走
で
き
る
よ
う
試
行
錯
誤
し

て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
ね
。（
上
）

う
ち
に
は
も
う
す
ぐ
五

才
に
な
る
チ
ワ
ワ
が

い
ま
す
。
始
め
は
犬
が
苦
手

だ
っ
た
家
族
も
今
で
は
そ
の

可
愛
さ
に
メ
ロ
メ
ロ
で
す
。

家
族
が
帰
る
と
尻
尾
を
振
っ

て
玄
関
の
前
で
お
出
迎
え
、

身
体
を
撫
で
て
欲
し
い
時
に

は
仰
向
け
に
寝
転
び
催
促
、

眠
く
な
っ
た
ら
人
の
膝
の
上

で
丸
く
な
っ
て
寝
る
。
そ
の

行
動
一
つ
一
つ
に
笑
っ
た
り
、

癒
さ
れ
た
り
、
毎
日
一
緒
に

い
る
の
が
楽
し
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
種
）

ざ
つ
が
き
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孫
た
ち
が
遊
び
に
来
て
い
た
あ
る
日
、

帰
省
中
の
息
子
が
太
郎
の
リ
ー
ド
を
、

一
回
り
し
た
ら
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
だ

ろ
う
と
外
し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
私
は
、
太
郎
も
歳
だ

か
ら
今
ま
で
と
は
違
っ
て
遠
く
に
は
行

か
な
い
だ
ろ
う
と
高
を
括
っ
た
。

　

一
部
始
終
を
見
て
い
た
嫁
曰
く
、

「
お
母
さ
ん
、
太
郎
は
リ
ー
ド
が
外
れ

た
途
端
に
匍ほ

ふ
く匐

前
進
の
姿
勢
か
ら
脱
兎

の
ご
と
く
に
走
っ
て
行
っ
た
よ
。
と
て

も
歳
と
は
思
え
ん
け
ど
」
と
の
こ
と
。

　

息
子
も
さ
す
が
に
心
配
に
な
っ
た
ら

し
く
、
自
転
車
で
探
し
に
行
っ
た
。
同

じ
く
太
郎
を
追
い
か
け
て
行
っ
た
孫
の

小
夏
も
帰
っ
て
こ
な
い
。

　

今
夜
は
皆
が
久
し
ぶ
り
に
集
ま
る
日
、

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
小
夏

が
泣
き
な
が
ら
「
よ
そ
の
お
ば
ち
ゃ
ん

が
捕
ま
え
て
く
れ
た
」
と
言
っ
て
き
た
。

　

公
園
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
泣
い

て
い
る
小
夏
と
走
り
ま
わ
る
太
郎
を
見

て
、
買
い
物
か
ご
か
ら
パ
ン
を
出
し
て

太
郎
を
誘
い
、
ご
自
分
の
靴
の
紐
を
外

し
て
捕
ま
え
て
く
れ
た
ら
し
い
。

　

や
れ
や
れ
と
、
皆
で
安
堵
す
る
。　

　

後
日
、
宮
本
さ
ん
と
聞
い
た
お
家
に

お
礼
に
伺
う
と
、
元
気
に
吠
え
る
犬
が

い
て
、

「
う
ち
は
宮
本
な
の
で
、
犬
の
名
前
は

ム
サ
シ
。
十
五
歳
で
す
」
と
の
こ
と
。

見
れ
ば
時
々
犬
に
引
っ
張
ら
れ
る
様
に

散
歩
し
て
い
た
方
だ
っ
た
。
さ
す
が
、

名
前
通
り
貫
禄
十
分
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
。

　

十
五
歳
と
い
え
ば
、
人
間
な
ら
九
十

歳
以
上
。
へ
ー
っ
、
び
っ
く
り
ぽ
ん
！

　

太
郎
も
今
年
は
十
一
歳
に
な
る
。
今

は
元
気
だ
け
れ
ど
、
友
人
か
ら
犬
が
老

衰
に
な
っ
て
大
変
な
思
い
を
し
た
話
な

ど
を
聞
く
と
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
な
ど
と

取
越
苦
労
を
し
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
時
が
来
た
ら
、
今
ま
で
寂
し

い
思
い
を
さ
せ
て
き
た
太
郎
に
、
せ
め

て
最
後
は
寄
り
添
っ
て
や
り
た
い
な
ど

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
ド
ラ
マ
「
あ
さ

が
来
た
」
の
主
人
公
が
夫
の
進
次
郎
さ

ん
の
た
め
に
「
今
日
限
り
、
仕
事
か
ら

身
を
引
き
ま
す
」
と
宣
言
し
た
の
を
見

て
、
私
に
も
そ
の
セ
リ
フ
、
言
う
時
が

く
る
か
な
あ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

　
「
ペ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
よ
、
家
族
だ
よ
」

　

そ
の
と
お
り
、
ひ
た
す
ら
私
の
帰
り

を
待
っ
て
く
れ
る
つ
れ
あ
い
な
の
だ
か

ら
…
。な

が
の
・
ま
さ
こ
／
飛
鳥
常
務
取
締
役

取
越
苦
労

永
野　

雅
子
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ちょっとばぁやったら木にも登るぞ。まだまだ現役！

印刷屋さんの
「すったもんだ」

　４月に長女が中学校に入学した。生まれてから早13年、制服姿を見ると
一気に女の子へと成長しているように感じる。ついこの間まで抱っこしてい
た娘も、今となっては握手すら嫌がり憎まれ口を叩く。小３になった次女も
長女の影響なのか、一丁前の事を言うようになり時折本気で喧嘩をしてしま
う始末（笑）
　そんな今、家族の癒やしはもうすぐ２歳になる三女である。全員が彼女を
中心に笑顔に包まれ優しい気持ちになっている！　まさに天使と言っても過
言ではない。三女が中学生になる時には私は53歳、２人の姉も成人し親元
に居るのかどうかと考えると寂しいというか何というか。
　この家族と精一杯今を楽しみ10年後、20年後の宝にしてあげたい、そん
な事を考える今日この頃。

代表取締役社長　永野正将


